
平成 26 年度 陶祖 800年祭記念事業 
市民訪中団派遣  参加募集要項 

 
１ 目   的   道元禅師に従って中国に渡り、やきものの技法を学んだといわれる陶祖 加藤四郎左衛門

景正の中国でのゆかりの地に市民訪中団を派遣し、市民レベルでの陶祖 800 年祭事業の推

進と瀬戸のやきものの理解推進を図ることを目的とします。 
２ 主 催  陶祖 800 年祭実行委員会 
３ 期 間  平成２６年１１月４日（火）～７日（金） ４日間 
          裏面日程による 
４ 訪 問 先  杭州市・寧波市・上海市（中国） 
５ 募 集 人 数   ２５名（最少催行人数１５名） ※定員を超えた場合は、抽選となります。 
６ 派 遣 決 定   １０月３日（金）までに申込者全員に派遣結果通知を発送します。 
          ※派遣決定者は、平成２６年１０月８日（水）までにパスポートのコピー（白黒可）を 
           提出していただきます。 
７ 経 費  参加者負担金（旅行代金）※旅行代金の一部を陶祖 800 年祭実行委員会が負担しています。 
          １名あたり １００，０００円（２名１室） 
          ※一人での参加の場合は、１名１室部屋使用の追加料金 20,000 円が必要となります。 
          ※燃油サーチャージ等による実勢価格の変動が生じた際は、その費用が別途必要となります。 

<参加者負担金に含まれる主なもの> 
航空運賃（エコノミークラス）、集合場所から空港までの往復移動費用、施設・観光料金、 
中国国内での移動料金、ガイド料金、宿泊料金、日程記載の食事料金、空港使用料、 
空港諸税など 
<参加者負担金に含まれない主なもの> 
自宅から集合場所・解散場所から自宅までの交通費、旅券（パスポート）費用、個人的性

質の諸費用、超過手荷物運搬料金、一人部屋追加料金（20,000 円）、海外旅行保険（個人

用任意保険）、疾病又は事故による治療費など 
８ 事前説明会   平成２６年１０月１３日（月・祝）１５：００～１６：３０  

瀬戸市文化センター文化交流館 ２２会議室にて 
          ※今回の訪中団派遣の目的や内容についてご説明します。 
９ 参 加 資 格   次の各要件を全て満たす方が応募できます。 
          （１）応募時点で瀬戸市在住もしくは瀬戸市に通勤・通学をしておられる、心身ともに健康

な方。また、これに準ずるとみなされる方。 
            ※中学生以下は対象外とします。 
            ※未成年者は、保護者の同意を得るものとします。 
          （２）陶祖 800 年祭に関心があり、訪中団の目的を理解・賛同し、派遣の計画に従って規律

ある団体行動ができる方。 
          （３）第１次市民訪中団に参加されてない方 
          （４）事前説明会を含め全日程参加できる方。 
10 同 行 者  ３名程度（陶祖 800 年祭実行委員会事務局職員、旅行業者添乗員 等） 
11  申 込 方 法   募集要項に添付の「参加申込書」に必要事項を記入のうえ、平成２６年９月３０日（火）

【必着】までに下記へ持参または郵送でお申し込みください。 
           陶祖 800 年祭実行委員会 事務局（午前８時３０分～午後５時１５分） 
            ※９/９（火）は休館 
           〒489－0884 瀬戸市西茨町１１３－３ 瀬戸市文化センター内 
            電話：0561－84－1093 
            ※提出書類は返却しません。 
12 キャンセル料  平成２６年１０月４日（土）以降にキャンセルをされる場合、キャンセル料が発生します。 
13 そ の 他   ・参加申込書に記入いただいた個人情報（氏名、住所、電話番号など）は、申込者間との連

絡や本事業における運送・宿泊機関等の提供するサービス手配のための手続きに必要な範
囲内で利用いたします。 

          ・本事業は、参加者の安全を最優先としますので、今後の国際情勢によっては、参加決定後
でも変更または中止する場合があります。 

          ・参加キャンセルの場合、参加費用については既に要した費用や旅行社規定の取消料を差し
引き、残金を返還します。 

・この旅行における急激かつ偶然な外来の事故による損害について、陶祖 800 年祭実行委
員会は、故意・過失のない限り、一切責任を負いません。必ず、各自海外旅行保険にご加
入ください。 



平成 2６年度 陶祖 800年祭記念事業 市民訪中団派遣 日程 

日 程 平成２６年１１月４日（火）～７日（金）  ３泊４日 
行 先 杭州市、寧波市、上海市（中国） 
 

期日 
発着地 

滞在地 

現地 

時間 
交通機関 スケジュール 食事 

１ 
１１ / ４ 
（火） 

瀬戸市文化ｾﾝﾀｰ 
 

中部国際空港 
 

上海浦東国際空港 
杭州市 

 

６：００ 
６：３０ 
７：３０ 
８：５０ 

１０：１０ 
１１：００ 

 
１６：００ 
１７：００ 
１８：００ 

 
専用バス 

 
ＭＵ292便 

 
専用バス 

瀬戸市文化センター集合 
中部国際空港へ 
中部国際空港着 
中国東方航空にて空路、上海へ 
上海到着 
専用バスにて高速道路経由で杭州市へ移動 
（途中昼食） 
浄慈寺 見学 
ホテルチェックイン、 
杭州市主催レセプション参加 

<杭州友好飯店 泊> 

 
朝：－ 
 
 
昼：○ 
 

 
夕：○ 

２ 
１１ / ５ 
（水） 

杭州市 ８：００ 
８：３０ 

１０：００ 
１１：００ 
１２：００ 
１４：００ 
１５：３０ 
１７：３０ 
１９：１５ 
２１：００ 

専用バス ホテル発  
西湖遊覧（貸切船） 
杭州南宋官窯博物館 見学 
浙江博物館 見学 
昼食 
霊隠寺 見学 
清河坊 南宋御街 散策・見学 
夕食 
水上オペラ「印象西湖」鑑賞 
ホテル 着 

<杭州友好飯店 泊> 

朝：○ 
 
 
昼：○ 
 

夕：○ 

３ 
１１ / ６ 
（木） 

杭州市 
寧波市 

 
 

杭州市 

８：００ 
１０：１５ 
１１：００ 
１１：４５ 
１３：００ 
１４：００ 
１７：３０ 
１８：００ 

専用バス ホテル発 寧波市へ 
道元禅師来宋上陸記念碑 見学 
天童寺 見学 
昼食（天童寺内で精進料理） 
阿育王寺 見学 
専用バスにて杭州市へ（途中紹興の名勝を見学） 
杭州市着 
夕食 

<杭州友好飯店 泊> 

朝：○ 

 

昼：○ 
 
 
夕：○ 

４ 
１１ / ７ 
（金） 

杭州市 
上海市 

 
 

上海浦東国際空港 
 

 
 
中部国際空港 

 
瀬戸市文化ｾﾝﾀｰ 

８：３０ 
１１：３０ 
１２：３０ 
１４：００ 
１５：００ 
１６：００ 
１８：１５ 
２１：１０ 
２２：００ 
２３：００ 

専用バス 
 
 
 
 
 

ＭＵ291便 
 

専用バス 

ホテル発 上海へ 
上海博物館 見学 
昼食（上海市内のレストラン） 
買い物（上海市内で買い物） 
上海浦東国際空港へ 
上海浦東国際空港着 
中国東方航空にて空路、中部国際空港へ 
中部国際空港着 
中部国際空港発 
瀬戸市文化センター着、解散 

朝：○ 
 
昼：○ 

 
夕：機内 

※内容は、変更になる場合がありますので、あらかじめご了承ください。 

  
■旅行企画・実施 中青旅日本株式会社 中部営業本部 

          観光庁長官登録旅行業第 1631 号 
 ■受 託 販 売 株式会社トラベルデスク・インターナショナル 
          愛知県知事登録旅行業第 3-846 号  総合旅行業務取扱管理者：鶴田幸生 



<主な訪問先の内容> 

浄慈寺 

西湖の四大古刹の一つ。954年呉越王により建てられ、始めは「恵日永明院」と名付けられた。

日本曹洞宗とも深い関係がある。日本の曹洞宗の開祖、道元禅師に法を授けた如浄大師のお墓がこ

こにある。南宋時代に「浄慈禅寺」に改名され、同時に五百羅漢堂も建設された。現在は江南五山

の中の一つとして知られている。 
 

西湖 
2011年に登録された世界遺産（文化遺産）。中国十大風景名所の１つにも数えられる西湖は、杭州随一の観光

名所。その周辺には「西湖十景」に代表される１００以上の見どころが点在するといわれている。 

数世紀にわたって中国内だけでなく、日本や韓国の庭園意匠にも影響を与え、徳川御三家の庭園では西湖堤が

模されている。また、人と自然の理想的な融合を表現しようとする理想が追求され、数多くの景観を描き出し、

庭園造成の文化的な伝統を今に伝えている。 

 

南宋官窯博物館 
南宋時代の官窯を中心に、遺跡からの出土文物を展示する博物館。官窯とは、皇帝や皇室に磁器を作る国営の

陶磁器製作所のこと。時代ごとに部屋が分けられており、わかりやすい。別棟には、復元遺跡や長さ 40.8m もあ

る「龍窯」という登り窯の遺跡もあり、龍窯の遺跡からは数万点に達する磁器や器具類が発見され、現在は遺跡

そのものが館内で保管されている。 

 

霊隠寺 
禅宗の古刹。東晋の 326年にインド僧・慧理が建造し、10世紀に五代呉越王の銭弘俶が改造した中国禅宗十大

古刹の一つである。最盛期の 10 世紀頃には、3000 人以上の僧が居住した。寺内の天王殿には、中国最大の木彫

り釈迦である弁尼の座像が安置されている。現在の寺院は、19世紀後半に再建された。  

 

道元禅師来宋上陸記念碑 
曹洞宗の開祖道元禅師が修行のために入宋、最初に上陸したと思われる地点に、永平寺によって 1998 年 11 月

に建立。碑には、道元禅師が 1223年 4月に到着したことが記されている。 

 

天童寺 
禅宗五山の一つ。西晋の永康元年（300年）の創建と伝えられる。過去には鑑真和尚もこの地を訪れ、日中間

の仏教文化交流の拠点になった。南宋時代（1223年）には日本僧、栄西と道元が修行に訪れ、帰国後それぞれ臨

済宗、曹洞宗を開いた。現存の建築は清代以降のものが多く、古木の茂る５.８万㎡の境内には天王殿、大雄宝殿、

羅漢堂など２０余の伽藍が並ぶ。 

また日本を代表する画家･雪舟もこの寺の首座を務めたことがあり、その後も日本から多くの禅僧がこの寺に修

行に訪れている。 

 

阿育王寺 
 寧波市区の東１６キロメートル、山紫水明な阿育王山にある。西晋の大康 3 年（282 年）に創建されたこの寺

は奈良時代日本へ渡来した鑑真や宋代の道元、明代の画僧雪舟など日中文化交流史上重要な寺院である。紀元前

232 年～23 年、インド孔雀王朝第三代阿育王統治の時代、世界各地に８４００もの舎利塔を建て釈迦のお骨を納

めた。このうち中国には１９基が建立されたと伝えられ、１９基のなかで阿育王寺の舎利塔が中国で現存する唯

一のものと言われている。 

 

水上オペラ「印象西湖」 
夜の西湖を舞台に、張芸謀と日本の喜多郎がコラボレーションしたエンターテイメント。大型な山水ロケ演出

で、晴、雨、霧、音、光、電、形及びその他多くのハイテク手段を通し、古都杭州の千古の伝説と神話を表現す

る。 

 

<宿泊ホテル> 
杭州友好飯店 

杭州友好飯店は中国初の日中合弁ホテル。市中心部にあり、西湖から５００ｍ。２０階建、４つ星ホテル。 

 

 

http://kotobank.jp/word/%E7%A6%85%E5%AE%97
http://kotobank.jp/word/%E5%8F%A4%E5%88%B9
http://kotobank.jp/word/%E3%82%A4%E3%83%B3%E3%83%89
http://kotobank.jp/word/%E4%B8%96%E7%B4%80
http://kotobank.jp/word/%E4%B8%80%E3%81%A4
http://kotobank.jp/word/%E4%BB%A5%E4%B8%8A
http://kotobank.jp/word/%E5%A4%A9%E7%8E%8B
http://kotobank.jp/word/%E6%9C%80%E5%A4%A7
http://kotobank.jp/word/%E9%87%88%E8%BF%A6
http://kotobank.jp/word/%E5%BA%A7%E5%83%8F
http://kotobank.jp/word/%E5%AE%89%E7%BD%AE
http://kotobank.jp/word/%E7%8F%BE%E5%9C%A8
http://kotobank.jp/word/%E5%AF%BA%E9%99%A2
http://kotobank.jp/word/%E5%BE%8C%E5%8D%8A
http://kotobank.jp/word/%E5%86%8D%E5%BB%BA


平成２６年度 陶祖８００年祭記念事業 市民訪中団派遣申込書 

平成２６年  月  日現在 
 フリガナ  性別 生 年 月 日 

参加者氏名 
 
 

男 ・ 女 
西暦 

年  月   日（  歳） 

 
住   所 

 

〒      ‐ 
 

電    話（    ）  － 
携帯電話       －    － 

 
勤務先等  

 

会社名  

所在地 
〒   －   

 
電話（     ）   － 

渡航後の 
緊急連絡先 

住  所 
〒   －   
 

電話（     ）   － 

氏  名  本人との関係  

パスポート  有 ・ 無 
一人部屋利用           希望する(追加料金が必要となります) ・希望しない 

申 込 動 機 

※申込動機・事業への要望等をご記入ください。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
陶祖８００年祭実行委員会 委員長 様 
 
 私は、募集要項に掲げてある参加資格をすべて満たしており、この申込書に記載したことは事実

相違ありません。                          

                 平成２６年  月  日 
 

                               氏 名            ㊞ 
 


